
Ｅ２本日の試合結果一覧 開催日 2024/03/17
2023-24 V.LEAGUE DIVISION1 MEN Page( 1/2 )

試合番号 ： 276 試合会場 ： 香陵アリーナ（沼津市総合体育館） 観客数 ： 1,972

開始時間 ： 14:00 終了時間 ： 16:02 試合時間 ： 02:02 主審： 村中　伸 副審： 増岡　三佳子

東レアローズ 通
算

18 勝 18 敗

3

23 第１セット 25

1

VC長野トライデンツ 通
算

2 勝 34 敗

ポイント： 51 ポイント： 9

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日はレギュラーラウンド最終戦で、しかもファイナルステージ進出が
懸かった試合ということで、第１セットは硬さが出てしまい落してしまい
ましたが、第２セット以降は自分たちのプレーを取り戻せたと思います。
　去年、一昨年と同じ状況でファイナルステージを逃してきたので、一つ
成長できたと感じています。来週からが本当の戦いになりますので、しっ
かりと準備をして臨みたいと思います。
　２日間、たくさんの応援ありがとうございました。

25 第２セット 21
監
督
コ
メ
ン
ト

　昨日の反省点を改善し、最後までよく戦い抜いてくれました。
　第２セット以降の東レの集中力は私達も見習わなければならないと思い
ます。素晴らしい集中力からのブロック、ディフェンス、そこからの二段
トスの正確性、本当に素晴らしく思います。
　今シーズンは苦しい戦いが多く、悔しい思いが多いシーズンになりまし
た。苦しい時、背中をいつも押していただいているファンの皆様、本当に
ありがとうございました。
　今シーズンの戦いは終わってしまいましたが、悔しさを忘れること無く
新たな目標に向かって邁進していきたいと思います。
　本日もたくさんのご声援ありがとうございました。今後のVC長野もよろ
しくお願いします。ありがとうございました。

25 第３セット 13

25 第４セット 21

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　ホームで連勝し、ファイナル進出最後の一枠を掴み取りたい東レアローズと、レギュラーラウンド最終戦を勝利で飾りたいVC長野トライデンツの一戦。
　第１セット、互いに探り合う展開から、VC長野が中野、修のアタックで先行する。東レは西本、富田のアタックで同点に追い付くも、中島、山田のブロックで抜け出したVC長野が東レの猛追を振り切り、
セットを先取した。
　第２セット、中盤まで東レ・パダルとVC長野・修やミドル陣の打ち合いが続く。VC長野リードの終盤、東レは粘りのレシーブと富田の連続サービスエースで逆転し、このセットを奪い返した。
　第３セット、東レは富田のアタック、酒井とパダルの連続ブロックで大きくリードする。VC長野は、修のアタック、トレントのブロックで反撃を試みるが、東レが富田と渡辺を中心に相手の攻撃を封じ、
このセットを取る。
　第４セット、東レは小澤のサーブでブレイクすると、西本、難波、酒井、パダルがブロックで仕留める。VC長野は修、中野のアタックで攻撃の糸口を探る。しかし堅守猛攻の東レが追撃を許さず、ホーム
での連勝、そしてファイナルステージ進出を決めた。

試合番号 ： 277 試合会場 ： エントリオ（豊田合成記念体育館） 観客数 ： 2,894

開始時間 ： 13:00 終了時間 ： 15:54 試合時間 ： 02:54 主審： 明井　寿枝 副審： 来川　知裕

ウルフドッグス名古屋 通
算

24 勝 12 敗

2

25 第１セット 19

3

東京グレートベアーズ 通
算

17 勝 19 敗

ポイント： 75 ポイント： 53

監
督
コ
メ
ン
ト

　花の便りが届きつつある中で、我々の今シーズン最後のホームゲームそ
して椿山選手の引退セレモニーに足を運んでいただいたウルフドッグス名
古屋のファンの皆様、心より感謝申し上げます。
　相手の意表を突いたサーブに対して、苦しめられる場面が多くありまし
たが、選手たちは最後までチーム一丸となって闘ってくれたと思います。
レギュラーラウンドを闘い抜けたのも日頃からサポートしてくださってい
るファンの皆様のおかげです。本当にありがとうございました。
　これからも厳しい試合が続きます。これまでと同様に我々が目指すバラ
ンスのとれたバレーボールを目指して、最後まで闘い抜きます。ファイナ
ルステージにおいても皆様にお会いできるのを楽しみにしております。
　春風と共に世界中の人々に健康が訪れますように心より祈っております
。また、お会いしましょう。Enjoy the competition!

25 第２セット 22
監
督
コ
メ
ン
ト

　本日もアウェイに関わらず、たくさんの応援ありがとうございました。
　私たちの目標であるファイナルステージ進出に向けて勝負をしましたが
、東レアローズの勝利によって、行けないことが決まりました。
　シーズンは終了しましたが、また次のシーズンに向けて頑張りたいと思
います。
　ありがとうございました。

22 第３セット 25

35 第４セット 37

14 第５セット 16

要
約
レ
ポ
l
ト

　第１セット、ウルフドッグス名古屋は永露の相手ブロックに的を絞らせないトス回しから、椿山、高梨、水町と３連続得点し、終始リードして試合が進む。最後は東京グレートベアーズの柳田のバックア
タックを、WD名古屋の王が１枚でブロックし、セットを先取する。
　第２セット、序盤から東京GBはアラウージョの攻撃が止まらず、このセットでスパイクを10本決める。終盤まで一進一退の攻撃が続く中、WD名古屋は高梨のスパイクとサーブで逆転すると、その勢いのま
ま、高梨のブロックでセットを連取した。
　第３セット、後がない東京GBはアラウージョ、後藤の攻撃を中心に得点を重ね、４点リードで終盤を迎える。WD名古屋は１点差にまで追いつくも、最後は長いラリーを東京GB後藤がハイセットから打ち切
り、25‐22でこのセットを取り返した。
　第４セット、WD名古屋は小山、傳田の速攻、東京GBは戸嵜、後藤の攻撃で得点を重ね、両者譲らない試合展開となる。東京GBが２点リードし、先にマッチポイントを握るが、WD名古屋は水町のスパイクが
３連続で決まり、試合はデュースになる。激しい打ち合いが続く中、最後は東京GB深津のサーブが決まり、37‐35でフルセットにもつれ込む。
　第５セット、東京GBは後藤のサーブで相手を崩し、WD名古屋を６‐０と突き放すが、WD名古屋は、近のブロックや水町と高梨のスパイクで、８‐８と追いつく。最後までどちらが勝つかわからない展開の
中、このセットもデュースになり、最後は東京GB小田嶋と柳田の攻撃が決まり、この試合を制した。

試合番号 ： 278 試合会場 ： Asueアリーナ大阪（大阪市中央体育館） 観客数 ： 4,504

開始時間 ： 12:00 終了時間 ： 13:38 試合時間 ： 01:38 主審： 戸川　太輔 副審： 西山　尚幸

サントリーサンバーズ 通
算

30 勝 6 敗

3

25 第１セット 23

0

ヴォレアス北海道 通
算

3 勝 33 敗

ポイント： 85 ポイント： 11

監
督
コ
メ
ン
ト

　今日もサンバーズへのご声援ありがとうございました。今日の試合は、
普段あまりコートに立つ機会の少ない選手や若手を中心にラインナップを
組みました。当然、そのメンバーで勝利することを目標に掲げました。今
日の試合は、２番高橋結人選手がユニホームを着る最後の試合と設定して
いました。今日の選手達のパフォーマンス、メンタルの姿勢、すべてにお
いて完璧だったと思います。”PLAY
HARD”というスローガンが大好きです。残り２週、自分達らしく戦い、皆
様と共に喜びを分かち合えるよう頑張ります。
　２日間のホームゲームにたくさんのご来場ありがとうございました。最
高にエキサイティングな試合でした。また、よろしくお願いします。

26 第２セット 24
監
督
コ
メ
ン
ト

　今シーズンを良い形で終えたかったです。意欲と努力にもかかわらず、
３セットとも接戦に持ち込めたが、私たちの目標を達成することはできま
せんでした。
　サントリーは多くの選手を入れ替えていましたが、パフォーマンスはハ
イレベルでした。レシーブが良く、サイドアウトも安定して取っていまし
た。もう少し良いサーブを打ち、トランジションアタックで得点しなけれ
ばいけませんでした。
　この試合をもって、初めてのDIVISION1シーズンが終了しました。たく
さんの浮き沈みがありましたが、素晴らしい経験ができました。良い面は
、結果に関係なく、選手たちが成長への熱意とモチベーションを維持した
ことです。今日、そしてシーズンを通して我々と一緒に戦ってくださった
ファンの皆様に感謝いたします。

25 第３セット 22

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　サントリーサンバーズがヴォレアス北海道をホームへ迎えてのレギュラーラウンド最終試合。
　試合開始から両チームとも粘り強いレシーブから一進一退の攻防を第１セット終盤まで繰り広げた。最後はサントリーの甲斐がアタックを決め、セットを先取した。
　第２セット序盤、サントリーの佐藤が２連続ブロックを決め、染野のアタックで得点を重ねて勢いに乗ると中盤までリードする展開が続いた。何とか追いつきたいヴォレアスは、セット終盤に田城のブロ
ックや山岸のサービスエースで４連続得点して流れに乗り、さらに張のバックアタックや樫村のブロックで逆転に成功する。しかし、その後サントリーは佐藤の速攻などで３連続得点し、第２セットも連取
した。
　第３セット、高橋(塁)のバックアタックなどで序盤にリードする。ヴォレアスは戸田の巧みなアタックや田城の速攻などで対抗するが、最後はサントリーの染野が高橋(結)のレシーブからアタックを決め
、勝利した。
　サントリーはレギュラーラウンド最終戦をストレート勝利で飾り、セミファイナルに向けて弾みをつけた。

試合番号 ： 279 試合会場 ： 大浜だいしんアリーナ（堺市立大浜体育館） 観客数 ： 3,185

開始時間 ： 12:00 終了時間 ： 13:39 試合時間 ： 01:39 主審： 服部　篤史 副審： 岡田　崇

日本製鉄堺ブレイザーズ 通
算

18 勝 18 敗

0

16 第１セット 25

3

ジェイテクトSTINGS 通
算

14 勝 22 敗

ポイント： 53 ポイント： 41

監
督
コ
メ
ン
ト

　長かったV・レギュラーラウンド、たくさんのご声援ありがとうござい
ました。様々に厳しい展開があり苦しかったシーズンでしたが、チーム全
員でファイナルを掴み取ることができ、最後のホームゲームもサポーター
の皆さんの前で戦うことができて良かったです。
　またチーム一丸となってファイナルに向けて準備していきます。本日は
、熱い応援ありがとうございました。
　引き続き応援、よろしくお願いします。

23 第２セット 25
監
督
コ
メ
ン
ト

　今シーズン最後の試合で勝利できたこと、また本間選手にとっての最後
の試合で勝利できたこと、とても嬉しいです。
　ファイナルステージに進出できなかったことはとても残念に思います。
　シーズン中のたくさんのご声援ありがとうございました。

22 第３セット 25

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　日本製鉄堺ブレイザーズが、ジェイテクトSTINGSを迎えてのレギュラーラウンド最終戦。
　第１セット、ジェイテクトは村山のクイック、高橋(慶)のライトからのスパイクで得点を重ねる。日鉄堺BZは、出耒田のクイック、梅本のブロックが要所で決まり、相手の流れに拮抗するも、最後はウル
ナウトの技術が光るスパイクが決まり、ジェイテクトがセットを先取する。
　第２セット、ジェイテクトは藤中のサーブで相手を崩すと、高橋(慶)、ウルナウトらのスパイクで連続得点をあげ、着実にリードを広げる。日鉄堺BZは、森の気迫あふれるレシーブを皮切りに追い上げを
見せるが一歩及ばず、ジェイテクトがセットを連取する。
　第３セット、なんとか流れを引き戻したい日鉄堺BZは序盤、重留のスパイクで勢いに乗ると、安井も３連続でスパイクを決めて着実にリードを広げる。対するジェイテクトは途中出場の河東の速いトスワ
ークに都築が合わせ猛追する。最後は藤中のレフトからのアタックが決まり、ジェイテクトがレギュラーシーズン最終戦を勝利で飾った。

※本票の著作権は、一般社団法人ジャパンバレーボールリーグに帰属します。
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試合番号 ： 280 試合会場 ： パナソニックアリーナ 観客数 ： 2,960

開始時間 ： 14:05 終了時間 ： 15:48 試合時間 ： 01:43 主審： 高橋　宏明 副審： 千代延　靖夫

パナソニックパンサーズ 通
算

32 勝 4 敗

3

30 第１セット 28

0

JTサンダーズ広島 通
算

22 勝 14 敗

ポイント： 97 ポイント： 65

監
督
コ
メ
ン
ト

　パナソニックパンサーズとしての最後のホームゲームを勝つことができ
て良かったです。
　若手選手からベテラン選手、全員がエネルギー高くプレーしていて、観
ていて非常に楽しい試合でした。選手それぞれが自分の役割を全うしてい
たと思います。
　シーズン通して満席の中で試合をすることができ本当に良かったです。
ファンの皆さん、ありがとうございました。
　ファイナルステージに向けて準備をしていきます。

25 第２セット 23
監
督
コ
メ
ン
ト

　本日はお互いにメンバーを入れ替えて臨み、レベルの高い試合だったと
思うが第１、第２セットのチャンスを生かしきれなかったことがこの結果
に繋がったと思う。
　ファイナルステージの日鉄堺BZ戦へ向けて良い準備をしたい。
　ファンの皆様ご声援ありがとうございました。25 第３セット 19

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

　パナソニックパンサーズがホームタウン枚方にJTサンダーズ広島を迎えてのV・レギュラーラウンド最終戦。
　第１セット、パナソニックは垂水のバックアタック、JT広島は坂下のサービスエースなどで一進一退の攻防が続く。終盤まで大接戦となりデュースが続いたが、最後は清水のサービスエースでパナソニッ
クがセットを先取した。
　第２セット、このセットも序盤からパナソニックは清水、仲本、JT広島は井上(慎)、坂下を中心に得点を重ね競り合いが続く。終盤、パナソニック山内がサーブで相手を崩し、メンバーチェンジで入った
西山のアタックで連続得点し、パナソニックが競り勝った。
　第３セット、序盤からパナソニック清水がサーブで相手を崩し、７連続得点しとリードを広げる。その後も、このセットからスターティングメンバーで入った中村の巧みなトスワークとサーブで相手を揺
さぶり、地元の声援を力にパナソニックが最終戦を勝利で締めくくった。

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

試合番号 ： 試合会場 ： 観客数 ：

開始時間 ： 終了時間 ： 試合時間 ： 主審： 副審：

通
算

- 勝 - 敗
第１セット

通
算

- 勝 - 敗

ポイント： - ポイント： -

監
督
コ
メ
ン
ト

第２セット

監
督
コ
メ
ン
ト

第３セット

第４セット

第５セット

要
約
レ
ポ
l
ト

※本票の著作権は、一般社団法人ジャパンバレーボールリーグに帰属します。


